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研究要旨：本研究の目的は科学的根拠に基づいた骨粗鬆症の予防方法および検診手法につ

いて検討し、エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制を構築し、今後の

骨粗鬆症対策の推進に資する成果を得ることである。令和 3 年度も、この目的達成のため

に、研究代表者の総括のもと、各分担研究者が個別の研究目的を達成するために研究活動

に従事した。 

個別の研究目的に加えて、令和 3 年度は全員で具体的な骨粗鬆症検診の手法、対象者の

年齢について解析結果をもとに決定した。過去 2 年間にわたる研究班での話し合いや分担

研究者小川による文献レビューの結果から、骨粗鬆症検診における有力なツールと考えら

れる Fracture Risk Assessment Tool（FRAX）について、要精査の範疇に入る対象者を最も効

率よく検出するためのカットオフ値について検討した。カットオフ値の設定については、

分担研究者の吉村らが 2005 年に設立し管理している大規模住民コホート ROAD スタディ

ベースライン調査における骨粗鬆症検診参加者 1690 人を対象とし、FRAX を用いた 10 年

間の脆弱性骨折（major fracture）のリスク値による骨量減少者(骨密度<Peak bone mass の

80%)の判定について、ROC カーブを用いた解析を行った。ROC カーブの AUC は 0.793 で

あり、最近傍法を用いたカットオフ値は 8.75 であった。このカットオフ値を用いた場合、

sensitivity は 68.1% 、specificity 74.2%と良好な結果が得られた。さらに、これを性、年齢

別に解析し、男女とも 50 歳代以下、60-74 歳、75 歳以上に分けた場合の男性のカットオフ

値はそれぞれ 5%、5％、10%、女性は 5%、10％、全員骨密度測定が提案された。FRAX に

加えて、骨粗鬆症の判定ツールである FOSTA（Female Osteoporosis Self Assessment Tool for 

Asia）および骨折歴の判定も加えて、骨粗鬆症検診フロー案を提案するに至った。 

Ａ．研究目的 

骨粗鬆症が多くの高齢者の生活の質(QOL)を低下

させることによって、健康寿命を短縮し、さらに

医療費の高騰、労働力の低下の一因となっている
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ことは明らかである。従って、骨粗鬆症の予防は

人生 100 年時代に向かうわが国にとって、健康寿

命の延伸を目指す上で極めて重要であり、科学的

根拠に基づいた有効な予防方法の普及啓発及び早

期発見に向けた骨粗鬆症対策の実施が必要とされ

ている。しかし骨粗鬆症やその前段階の骨量減少

の段階では対象者はほとんど無症状であり医療機

関に受診することは少ないため、骨粗鬆症の早期

発見には地域住民を対象とした検診が必要となる。

しかしながら骨粗鬆症検診実施率は全国平均で

5.0%と極めて低く、地域差も大きい (骨粗鬆症財

団ニュースリリース 2018.12.3, The Journal of Japan 

Osteoporosis Society 4, 513, 2018)。さらに骨粗鬆症 

検診の手法や対象者の年齢、実施間隔も統一され

ておらず、それらの効果も明らかではない。 

これらの実情を踏まえ、申請者らは、科学的根

拠に基づいた骨粗鬆症の予防方法および検診手法

について検討し、エビデンスに基づく持続可能で

効果的な骨粗鬆症検診体制を構築し、今後の骨粗

鬆症対策の推進に資する成果を得ることを目的と

して本研究を開始した。 

 

Ｂ．Ｃ. 研究方法と結果 (敬称略。研究分担者の

研究詳細については、それぞれの報告書を参照さ

れたい。 

2021 年度は、研究代表者の田中の総括のもと、

それぞれが担当する文献レビューや疫学研究の結

果をいかして、全員で骨粗鬆症検診の手法、対象

者の年齢について決定し、骨粗鬆症検診マニュア

ルの原案作成に着手した。 

過去 2 年間にわたる研究班での話し合いや分担

研究者小川による文献レビューの結果から、骨粗

鬆症検診における有力なツールと考えられる

Fracture Risk Assessment Tool （FRAX）について、

要精査の範疇に入る対象者を最も効率よく検出す

るためのカットオフ値について検討した。 

  骨粗鬆症検診に導入が有力視される FRAX は以

下の項目からなる： 

年齢 

性別 

体重 

身長 

骨折歴 

両親の大腿骨近位部骨折歴 

現在の喫煙の有無 

糖質コルチコイド使用の有無 

関節リウマチの有無 

続発性骨粗鬆症の有無 

アルコール 1 日 3 単位以上の摂取の有無 

Body mass index (BMI)（身長と体重から計算） 

 

分担研究者の吉村らが 2005 年に設立し、管理し

ている大規模住民コホートROADスタディにおい

て、ベースライン調査における骨粗鬆症検診参加

者 1690 人（男性 596 人、女性 1094 人）を対象と

し、ベースライン調査時に質問紙にて回答を得た

FRAX の項目と DXA によって測定した骨密度値

を含むデータセットを作成した。対象者の腰椎 L2-

4 及び大腿骨頸部の骨密度のいずれかが日本骨代

謝学会の基準による骨量減少以上（若年最大骨密

度の 80%未満）にあたる場合を、骨粗鬆症スクリ

ーニング要精査者と判定した。そのデータセット

用いて、FRAX を用いた 10 年間の脆弱性骨折

（major fracture）のリスク値による骨量減少者の判

定について、ROC カーブを用いた解析を行った。

ROC カーブの AUC は 0.793 であり、最近傍法を

用いた cutoff 値は 8.75 であった。このカットオフ

値を用いた場合、sensitivity は 68.1% 、specificity 

74.2%と良好な結果が得られた（図 1）。 

 

図 1. カットオフ値 8.75 を用いた場合の ROC 
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カーブ 

骨粗鬆症検診は男女別、年代別に分けて実施し

たほうが効率が良いとの意見が出て、前述の解析

を性、年代別に分けて、カットオフ値を検討した。 

 結果をまとめて表 1 に示す（表 1）。 

 

表 1. 性・年齢別 FRAX のカットオフ値 

 

FRAX による解析を終了した後、 

① 骨折歴を別立てにすべきかどうか、 

② FRAX では骨折リスクはわかるが骨粗鬆症リ

スクを予測しているわけではない。骨粗鬆症

のリスク評価を行うためのツールである

FOSTA（Female Osteoporosis Self Assessment 

Tool for Asia）を併用したほうがいいのではな

いか 

との意見が出た。FOSTA とは、（体重(kg)－年齢

（歳））×0.2 での結果より、マイナス 4 未満：危

険度が高い、マイナス 4～マイナス 1 未満：危険度

が中等度、マイナス 1 未満：危険度が低い と判定

される骨粗鬆症の簡易判定ツールである。本来女

性用の判定ツールであるが、男性にも転用するこ

とは認められている。骨量減少の判定基準には

FOSTA−1 以下を用いた。 

まず骨折歴の骨量減少者の判定について解析し

たところ、「骨折歴あり」は若年層（59 歳以下）に

おいて骨量減少に対する感度を上げることがわか

った。問診項目が増えるわけではなく、偽陽性も

増えなかったため、検診項目として別立てにする

ことに決定した。 

次に FRAX と FOSTA の併用において、感度特

異度の上昇が期待できるかについても追加解析を

行った。その結果、59 歳以下の男性では、FOSTA

のみでは感度 13.8%、FOSTA または FRAX では感

度 41.4%とあまり高くなかった。しかしこの年代

で 3 年以内に骨折したのは 1 人(男性)のみであり、

この人は FOSTA-1以下であり検出できていた。60-

74 歳の男女ともに FRAX または FOSTA では感度

90%以上であり、75 歳以上では FOSTA のみであ

っても感度が男性 98.8%、女性 99.5%であった。 

男女、全年齢において、FOSTA のみでは感度

85.6%、FOSTA または FRAX 91.1%であった。 

若年男性の感度は低いが、切迫骨折のリスクは

低いことが明らかとなった。 

これらの結果をもとに、以下のような検診フロ

ーを提案する。 

 

Ｄ．考察 

本研究の特徴は、整形外科、老年病内科、リハビ

リテーション、核医学、栄養、疫学、公衆衛生の各

専門家が参加し、骨粗鬆症予防に関する文献の検

証に加え、一般市民を対象とするコホート研究の

成果に基づいた予防法の開発を実施し、効果的な

骨粗鬆症検診体制の提言とその実施マニュアルを
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作成するところにある。令和 3 年度は全員で話し

合い、実際の骨粗鬆症検診データを用いた検証を

行い、具体的な骨粗鬆症検診の手法については

FRAX を主体とし、FOSTA を併用、骨折歴ありの

場合を別立てとすることになった。対象者は男女

40 歳以上とし、それぞれ年齢別にカットオフ値を

決定し、検診フローを提案した。 

今後の課題としては、検診間隔の設定と、検診

フローの検証がある。これらが未決定のため、検

診マニュアルの策定までには至らなかった。ただ

し、栄養や運動指導のパンフレットなど検診後指

導についてはすでに完成している。 

 

Ｅ．結論 

効果的な骨粗鬆症検診体制の策定に向けて、実

際に検診を行っている集団のデータ解析に基づき、

検診フローの提案に至った。検診後指導向けの運

動プログラム、栄養パンフレットも作成し得た。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 (研究代表者関連のみ記載。研究分担

者の研究発表については、それぞれの報告書を参

照されたい。) 
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12. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、田中

栄、中村耕三、阿久根徹、吉村典子：ロコモテ

ィブシンドロームの発生率 -6 年間の地域追

跡コホートより-：第 23回日本骨粗鬆症学会、

2021.10.8-10、（神戸市、現地開催）、2021.10.8-

11.30（オンデマンド配信） 

13. 茂呂徹、吉村典子、飯高世子、田中健之、橋倉

一彰、浅井真、田中栄：腰椎正面 X 線画像を

用いた AI 骨粗鬆症診断補助システムの骨密

度推定・スクリーニング精度に関する検討 － 

ROAD study 第 3 回調査結果を用いた検討：

第 23 回日本骨粗鬆症学会、2021.10.8-10、（神

戸市、現地開催）、2021.10.8-11.30（オンデマン

ド配信） 

14. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、田中

栄、中村耕三、阿久根徹、吉村典子：ロコモテ

ィブシンドロームの疫学：発生率と危険因子 

-The ROAD study-：第 8 回日本サルコペニア・

フレイル学会、2021.11.6-7（豊中市、現地開催、

オンデマンド配信） 

15. 樋口淳也、松本卓巳、前之原悠司、笠井太郎、

張成虎、田中栄、堀井千彬、飯高世子、吉村典

子：一般住民コホートにおける母趾二分種子

骨と外反母趾の関係：第 46 回日本足の外科学

会学術集会、2021.11.11-12（東京都、現地開催、

WEB 配信（ハイブリット開催）） 

16. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、中村

耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：変形性股
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関節症の発生と肥満との関連 -The ROAD 

study-：第 55 回日本成人病（生活習慣病）学

会学術集会、2022.1.15-16（東京、現地開催、

LIVE 配信（ハイブリット開催）） 

17. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、中村

耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：変形性股

関節症の有病率の推移：10 年間の地域追跡コ

ホートより：第 32 回日本疫学会学術総会、

2022.1.26-28（オンライン開催） 

 

■シンポジウム、講演 

1. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄、中

村耕三：シンポジウム 1：ロコモ予防の最前

線：サルコペニア・フレイル対策におけるロ

コモ予防の重要性：ROAD スタディより：

第 32 回日本運動器科学会、2021.5.8、久留米

市（現地開催） 

2. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄、中

村耕三：シンポジウム 2：日米のコホート研

究：運動器を予防ターゲットとした地域住民

コホート ROAD スタディ：第 32 回日本運動

器科学会、2021.5.8、久留米市（現地開催） 

3. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シ

ンポジウム 6 変形関節症と骨粗鬆症：骨粗

鬆症と変形性関節症の疫学：股関節を中心

に：第 23 回日本骨粗鬆症学会、2021.10.9、

神戸市 

4. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、田中栄：シ

ンポジウム 7 脆弱性骨折のデータベースか

ら知る骨粗鬆症のベストプラクティス：椎体

骨折の疫学：地域住民コホート ROAD スタ

ディ追跡調査からみえてきたもの：第 23 回

日本骨粗鬆症学会。2021.10.9、神戸市 

5. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄：シ

ンポジウム 9 骨粗鬆症検診のあり方：骨粗

鬆症検診の効果 地域における長期にわたる

骨粗鬆症検診を実施して：第 23 回日本骨粗

鬆症学会、2021.10.10、（ライブ配信、オンデ

マンド配信） 

6. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム

2 高齢者の生活習慣病-ガイドラインの策定

に向けて ロコモティブシンドロームとサル

コペニア・フレイル 地域住民コホート

ROAD スタディより：第 55 回日本成人病

（生活習慣病）学会学術集会、2022.1.15、東

京 

 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

  3. その他 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和3年度 分担研究報告書 

 

二次骨折予防を目的とした椎体骨折スクリーニングに関する研究 

 

研究分担者 曽根照喜 川崎医科大学放射線核医学 教授 

 

研究要旨：骨粗鬆症性椎体骨折には自覚症状が乏しいために見逃され

たり重要視されなかったりしているものが多い。一方、既存骨折は次

の骨折発生につながる重要なサインである。そこで、病院受診者を対

象にして、骨粗鬆症診療以外の目的で過去に撮影した脊椎 X線 CTの

有用性を検討した。調査結果より、CT データを利用した既存椎体骨

折のスクリーニングは簡便でコスト面でも優れた方法と考えられた 

 

Ａ．研究目的 

脆弱性骨折の既往を有する高齢者は新たに骨

折を起こす危険性が高く、骨折受傷後は骨折

の治療とともに骨粗鬆症治療を継続すること

により次の骨折を予防することが可能である。

しかし、脆弱性骨折の既往があっても、骨粗

鬆症の治療が行われていないケースが多い。

また、椎体骨折は四肢の骨折とは異なり臨床

症状をほとんど伴わない形態骨折の場合が多

い。本研究ではこれらの症例を効率よく見つ

けて適切な医療提供に結びつける体制を確立

するための調査を行うことを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

当院では 2015年 4月から 60歳以上の女性を

対象に、CT画像を利用した椎体骨折スクリー

ニングを行っている。今回は、スクリーニン

グにおける椎体骨折を有する患者数と骨粗鬆

症治療導入率を報告するとともに本スクリー

ニングの有効性について調査した。すなわち、

2015年 4月〜2019年 3月の期間に、当院で体

幹部 CT検査を実施した 60歳以上の女性を対

象とし、CT脊椎矢状断再構成画像による椎体

骨折の確認と骨粗鬆症治療実施の有無につい

ての調査を行った。本研究内容は施設内の倫

理委員会の承認のもとで実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

調査期間中に実施された 60 歳以上の女性に

対する体幹部 CT検査数はのべ 11,697件で年

齢は 60〜102 歳であった。これらのうち、椎

体骨折を認めたのはのべ 2,446 件であり、重

複患者を除くと 1,661 名であった。骨折を認

めた患者のうち骨粗鬆症治療を行っていない

患者は 985名、当院や他院で治療を行ってい

る患者は 676 名であった。治療を行っていな

い患者に受診を促したところ、213 名が整形

外科外来を受診した。また、67名が他科にお

いて治療を開始した。新規治療開始率は約

28%であった。 

 

Ｄ．考察 

椎体骨折は受傷機転を考慮する必要があるも

のの、多くの場合が脆弱性骨折であり、その
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骨折の存在をもって骨粗鬆症と診断すること

ができる。今回の調査では新規治療開始率は

約 28%であったが、椎体骨折のなかには形態

骨折が多く含まれていることや新たなX線検

査による放射線被曝やコストの面から考慮す

ると、本スクリーニングは有効な椎体骨折の

スクリーニング方法と思われる。 

 

Ｅ．結論 

骨粗鬆症診療以外の目的で過去に撮影した脊

椎 X線 CTは、骨粗鬆症による既存椎体骨折

のスクリーニングに有効利用が可能である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

（総括研究報告書にまとめて記入） 

 

Ｇ．研究発表 

 なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和3年度 分担研究報告書 

 

骨粗鬆症・骨折の高リスク者の判別に関する研究  

 

研究分担者 藤原佐枝子 安田女子大学 薬学部 薬学科 教授 

研究協力者 石井成幸 東京薬科大学 薬学部 薬事関係法規研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. 研究目的 

現在、骨粗鬆症検診には、超音波を用いた QUS

法、中手骨の骨量を判定する Radiographic 

absorptiometry 、 Dual-energy X-ray 

absorptiometry(DXA) などが用いられている。 

本年度は、1)危険因子用いて、骨粗鬆症・骨折

の 

 

 

 

 

 

 

高リスク者のスクリーニングツールとして国際

的に使われている OSTA、FRAX についてのレビ

ュー、2) 日本の健康保険金請求データベース（NDB）

を用いて、レセプトデータから、２型糖尿病、

COPD で治療を受けている患者、ステロイドの治

療者における骨折リスクの現状を求めた。 

 

研究要旨 本年度は、1)骨粗鬆症・骨折の高リスク者のスクリーニングツールとして国際的に

用いられている OSTA （Osteoporosis Self-assessment Tool for Asians、FOSTA と同じ）、FRAX

（Fracture Risk Assessment Tool）について文献レビューし、わが国における骨粗鬆症検診に用い

ることができるかどうか検討した。2) 日本の健康保険金請求データベース（NDB）を活用して、生

活習慣病、ステロイドの治療者における骨折リスクの現状を明らかにした。 

目的 1)について：OSTA は、アジア各国の共同で骨密度を判別するするツールとして作成さ

れ、年齢と体重のみを用いた簡便なツールであり、広島コホートにおいて、その妥当性が証明

されている。日本人（広島コホートの閉経後女性 1123 人）では、骨粗鬆症に対する判別の感度

88%、特異度 43%であった。 

FRAX は、日本のコホートを含む世界のコホートの共同研究で作成され、１１の臨床危険因

子を用いて 10 年間の骨折確率を求めるツールである。FRAXは国際的にもその妥当性が証明さ

れ、日本の FRAXは、日本人コホートにより妥当性が証明されている。 

目的 2)について：日本の健康保険金請求データベース（NDB）を活用して、2糖尿病または慢性閉

塞性肺疾患（COPD）および糖質コルチコイド（GC）の薬を服用している患者における骨折の発生率を

調査した。大腿骨近位部骨折の発生率は、日本人全体に比較して糖尿病の治療を受けている患者で男女

1.7倍、COPDの治療を受けている患者で男性 1.3倍、女性 1.7倍、ステロイド治療中で男女 1.7倍であ

った。椎体骨折については、糖尿病で1.3倍、COPDで1.7倍、ステロイド治療中の男性3.6倍、女性2.6

倍であった。 

まとめとして、OSTAおよびFRAXは簡便であり、それぞれ、骨粗鬆症、骨折高リスク者のスクリー

ニングに使える。さらに、２型糖尿病、COPDの治療中およびステロイド使用中の患者においては、骨

折リスクが高く、骨折予防対策が必要であることが分かった。 
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B. 研究方法 

 １）については、OSTA、FRAX についての論文

をレビューした。 

 ２）については、2017 年（平成 29 年）の健康保

険金請求データベース（NDB）を用いた。2016 年（平

成 28 年）10 月～2017 年（平成 29 年）12 月のレ

セプト情報（傷病名、入院、手術・処、薬剤）を

用い集計表データ作成した。用いる情報は、性、

年齢階層、疾患名（糖尿病、COPD、骨折）、ステ

ロイド内服剤使用状況（継続 3か月以上）である。

骨折（2017 年 1 月～12 月の１年間）については、

大腿骨近位部骨折、橈骨遠位端骨折、椎体骨折の

傷病名の情報を使用した。疾患名（糖尿病、COPD、

骨折）の診断の精度を上げるために、各疾患で使

われる薬剤および入院、処置、手術情報および骨

折の手術法の情報も用いた。 

２型糖尿病および COPD、ステロイド治療（継

続 3 ヶ月以上）における年間の骨折発生率の実態

を明らかにし、標準化発生率比を用いて日本人全

体の骨折発生率と比較した。 

 

（倫理面への配慮） 

 目的 1)については、文献レビューで個人情報は

含んでいない。目的 2)については、安田女子大学

倫理審査委員会の承認を得た（受付番号 190001、

2019 年 6 月 19 日承認）。 

 

C. 研究結果 

１）目的１）に関して 

① 骨粗鬆症自己評価ツー OSTA(Osteoporosis 

Self-assessment Tool for Asians、FOSTA と同じ) 

OSTA は、危険因子で骨粗鬆症の危険性が高い

女性を判別するツールを作成するために、アジア

8 か国（シンガポール、台湾、韓国、香港、マレイ

シア、フィリピン、タイ、中国）から抽出された

860 人を対象とし、広島コホートで妥当性が評価

された 1､2)。骨粗鬆症危険因子は、システマティッ

ク・レビューにより、年齢、身長、体重、カルシ

ウム摂取、活動時間など多数の危険因子が選ばれ、

骨密度との関連が解析された。これらの危険因子

の中で、骨密度（大腿骨頸部骨密度）と関連が弱

い危険因子を順にモデルから削除し、感度、特異

度を比較し、最終的に、年齢と体重の２つの危険

因子からなる下記の式が作成された。 

FOSTA＝[体重(kg)-年齢（歳）]×0.2 

（小数点以下切り捨て） 

－４未満  高リスク:骨密度測定が必要 

－１～－４ 中リスク:骨密度測定を考慮す   

       る 

－１より大 低リスク:すぐに骨密度測定の必

要なし 

＊脆弱性骨折歴がある人には、FOSTA のスコ

アに関わらず、骨密度測定が必要 

一般的に、スクリーニング検査では、見逃しを

減らすために感度を重視したカットオフ値が設

定される。OSTAでは、－1 をカットオフ値とする

と、アジア人集団では、感度 91%、特異度 45%、

AUC0.75 であった。日本人（広島コホートの閉経

後女性 1123 人）では、大腿骨近位部骨密度を用い

た骨粗鬆症診断基準を用いると、感度 88%、特異

度 43%で、年齢と体重の 2 項目で、他の既存の多

くの危険因子を用いたツール（ORAI、SOFSURF, 

SCORE）とほぼ同じ感度と特異度を示した 1､2)。

高リスク群のうち、実際に骨粗鬆症と診断された

ものは４４％、中リスク群では１０%、低リスク

群では１％であった。腰椎骨密度を用いて骨粗鬆

症（YAM70%以下）を判定しても、高リスク群の

43％、中リスク群の 24%、低リスク群の 5％が骨

粗鬆症となり、有効性は変わらなかった 2)。 

② 骨折リスク評価ツール FRAX 

FRAX○R（http://www.shef.ac.uk/FRAX/）は、１１

の臨床的危険因子のみ、あるいは、臨床危険因子

と骨密度を用いて、10 年間の主要骨粗鬆症性骨折

（大腿骨近位部，橈骨下端，上腕骨近位部，臨床

椎体）および大腿骨近位部骨折の骨折確率（％）

が算 
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出される。スクリーニングには、臨床的危険因子

のみの FRAXが使用される。 

FRAX が作成された背景は、1994 年に WHO

の骨粗鬆症の診断基準が発表されて以来、薬物

治療は骨密度に基づき開始されてきたが、骨密

度以外にも骨折リスクに影響を与える重要な因

子が明らかになった。これらの危険因子を用い

て総合的に骨折リスクを評価するツールが作成

された。 

作成方法は、危険因子は、広島コホートを含

む世界の１１コホートを使って、年齢、性、身

長、体重、大腿骨頸部骨密度、既存骨折、両親

の大腿骨近位部骨折歴、喫煙、飲酒、ステロイ

ド使用、関節リウマチ、続発性骨粗鬆症が選ば

れた。各危険因子は、メタ解析によって、男女

あるいは年齢別に骨折リスクに差があるか、危

険因子間の交絡関係、例えば年齢によって危険

因子の骨折発生への寄与の大きさが違うのかな

どを検討し、各危険因子の重みづけがされた。

さらに、各年齢の骨折発生率と平均余命を入れ

て 10 年間の骨折確率が計算された。その基本モ

デルをもとに、各国の FRAX はその国の発生

率、死亡率を調整して作成された。妥当性は、

作成に参加しなかった世界のコホートにおいて

も確認され、さらに、各国の FRAXはそれぞれ

の国で、妥当性が評価され、日本版 FRAXも妥

当性が報告された 3)。 

  スクリーニングとして FRAX を用いる場合は、

骨密度なしの FRAX を行って骨折確率を求め、

DXA による骨密度測定に誘導することになる。ヨ

ーロッパでは、まず、骨密度なしの FRAXを使い

年齢依存性のカットオフ値で３つのリスクカテ

ゴリー（低い、高い、非常に高い）に分け、高い

群は骨密度測定に導き、次に骨密度ありの FRAX

を用いてカテゴリーを再分類し治療開始に進む４)。

危険因子のみのFRAXを骨折高リスク者のスクリ

ーニングツールとして利用し、スクリーニングツ

ールとして、有効であることがメタ解析によって

報告されている 5)。 

２）目的 2)に関して 

NDB を用いると、2017 年に発生した大腿骨近

位部骨折の 13.3%が糖尿病、5.5%が COPD、7.2%

がステロイド治療を受けていた。 

大腿骨近位部骨折のリスクは、日本人全体に比較し

て糖尿病の治療を受けている患者で、男性、女性で1.7

倍、COPD患者で男性1.3倍、女性1.7倍、ステロイド

治療中で男性、女性で1.7倍であった。糖尿病患者で

は 40 歳代後半から、大腿骨近位部骨折のリスク

は日本人全体に比較して有意に高くなった。 

椎体骨折については、糖尿病で1.3倍、COPDで1.7

倍、ステロイド治療中の男性3.6倍、女性2.6倍であっ

た。橈骨骨折についても、同様に骨折リスクは高

くなった。 

 

D. 考察 

 臨床危険因子を用いて骨粗鬆症・骨折の高リス

ク者を判別する方法は、簡便であり、かつ日本人

および国際的にも妥当性が評価されており、わが

国における骨粗鬆症検診に用いることができる

と考えられた。 

健康保険金請求データベース（NDB）を用いた研究

からは、年間に発生した大腿骨近位部骨折患者の

13.3%が糖尿病、5.5%が COPD、7.2%がステロイ

ド治療を受けていた。骨折発生は日本人全体の発

生率に比べ、２型糖尿病、COPD、ステロイド治療

を受けていると、骨折は 1.7倍から 3倍高かった。

2 型糖尿病、COPD,ステロイド治療を受けている

人には、より積極的に、骨粗鬆症検診を勧めてい

く必要があると考えられた。 
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E. 結論 

 OSTAおよびFRAXは、簡便に利用でき、それぞれ、

骨粗鬆症、骨折高リスク者のスクリーニングツールと

して国際的に妥当性が評価されている。骨粗鬆症、骨

折の高リスク者のスクリーニングとしてわが国の骨

粗鬆症検診に使えると考えられる。日本のほぼ全体を

カバーする NDB から、２型糖尿病、COPD の治療中

およびステロイド使用中の患者においては、骨折リス

クが高く、これらの患者には、積極的に検診を勧め、

骨粗鬆症・骨折リスクを評価して、骨折予防対策が必

要である。 
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骨粗鬆症の予防及び検診提供体制の整備のための研究： 

エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制の構築に関する研究 
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研究協力者 橘田勇紀、和田崇 鳥取大学医学部附属病院リハビリテーション部 

 

 

研究要旨 

 骨折リスク低減を目的とした非薬物療法として運動介入が推奨され、本研究では骨粗鬆

症検診の現場で活用できるように、対象者の骨密度増加と転倒予防を期待できる運動プロ

グラムを作成し、パンフレット作成を行った。そして、作成した運動パンフレットについ

て内容の理解や持続可能性の検証のためのアンケート調査を行った。結果、パンフレット

の理解は良好であり、実施の継続を期待できるものであった。一方で、痛みが生じる可能

性もあるため、痛みのない運動方法や運動内容の選択について助言をする専門家を骨粗鬆

症の検診に配置する必要性が示唆された。 

 

A．目的  

 骨粗鬆症は，骨強度が低下することにより

骨折のリスクが高くなる骨の障害と定義され

(1)、脆弱性骨折の主要因として死亡率の上昇

や経済的コストの増加、quality of life

（QOL）の低下と関連して社会的負担を増加

させる(2)。骨粗鬆症の予防と治療のためには

Bone Mineral Density (BMD)を増加させる事が

必要であり、そのための非薬物治療として運

動介入が推奨されている。また、脆弱性骨折

は転倒を契機に発症することが多いが、運動

介入はその転倒抑制効果があることも明らか

となっている(3)。我々は、骨粗鬆症の検診提

供体制の整備のため、検診後に配布・指導を

行う運動プログラムパンフレットを作成する

ことを目的に 2019 年度には運動介入の骨折

関連事象（骨折、転倒、骨量減少）に対する

効果についてシステマティックレビューを行

い、2020 年度には前年度のシステマティック

レビューの結果や、エビデンスが確立してい

る既存の運動を参考に、運動プログラム内容

の選定を行った。そこで 2021年度は、骨粗

鬆症の検診時に提案するために選定した運動

プログラムを記載したパンフレットを作成す

ること、そして作成した運動パンフレットに

関するアンケートを行い、実際の現場での実

施可能性について検証することを目的とし

た。 

 

 

B．方法 

①運動パンフレットの作成 

 2020年度に選定した運動プログラムを下記

に記載する。 
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【基本の運動プログラム】 

・スクワット 

・片脚立位 

・ヒールレイズ 

・four square step 

【座位での運動プログラム】 

・膝関節伸展運動 

・股関節内転外転運動 

・体幹屈伸運動 

・股関節屈曲運動 

【臥位での運動プログラム】 

・straight leg raising 

・背筋運動 

・腹筋運動 

・片脚ブリッジ 

以上の運動プログラムを記載した運動パンフ

レットを作成した。【座位での運動プログラ

ム】および【臥位での運動プログラム】を低

体力者向けの運動プログラムとした。 

②運動パンフレットに関するアンケート調査 

 作成した運動パンフレットについて意見を

求めるためアンケート調査を行った。 

 対象は、45 歳以上の鳥取大学医学部附属病

院の入院患者および地域住民とした。日常生

活もしくは入院生活が自立しており、アンケ

ートに自筆回答可能である人を対象とした。

年齢、性別、現在の運動習慣の有無を基本情

報として収集した。アンケートは、5 問（5

段階のリッカート尺度）とし、その他自由記

載を求めた（図 1）。 

倫理面への配慮： 

アンケート対象者には本調査の趣旨を口頭で

説明し、同意を得た。 

 

C．結果 

①運動パンフレットの作成 

作成した運動パンフレットを図 2に示す。

大きさは A4 サイズ用紙の表裏に運動プログ

ラムを記載した。表面を基本の運動プログラ

ムとし、骨折、転倒予防における運動の必要

性を記載した。加えて、「トレーニングの注

意点」として、痛みや疲労への注意喚起、運

動の継続に有効性を記載した。裏面には、低

体力者向けに座位および臥位での運動プログ

ラムを記載した。 

②運動パンフレットに関するアンケート調査 

 アンケートに回答したのは 59 名であり、

男性 20名、女性 39名、平均年齢 67.2±9.1歳

（最小 46 歳、最大 85 歳）であった。そのう

ち入院患者は 32名、地域住民は 27 名であっ

た。質問 1「パンフレットの内容は理解でき

ましたか？」では、9割以上が運動内容を理

解できていた（図 3）。質問 2「パンフレット

の運動を行って痛みがありましたか？」で

は、7 割以上が痛みを生じることなく運動の

実施が可能であった（図 4）。質問 3「パンフ

レットの運動の効果を実感できましたか？」

では、6割以上が運動の効果を実感していた

（図 5）。質問 4「パンフレットの運動を続け

ることができそうですか？」では、7 割以上

が運動の継続について好感触を得ていた（図

6）。質問 5「ほかの人にもパンフレットの運

動をすすめたいと思いますか？」では、約 5

割がパンフレットの運動をほかの人にすすめ

ることに肯定的であった（図 7）。自由記載の

結果を表 1に示す。肯定的なコメントがある

一方で、運動の実施回数や難易度についての

疑問点などのコメントが見られた。特に four 

square stepについては、記載してある図がわ

かりにくいとのコメントが 6件みられた。 

 

 

D．考察 

 2021 年度の事業として骨粗鬆症の検診時に

提案するために選定した運動プログラムを記

載した運動パンフレットを作成し、それにつ
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いてのアンケート調査を実施した。 

 質問 1「パンフレットの内容は理解できま

したか？」については、9割以上の対象者が

肯定的な回答をした。本パンフレットは、専

門用語の使用をなるべく減らし、運動動作の

理解を促すイラストを記載したことが有効で

あったものと考えられた。質問 2「パンフレ

ットの運動を行って痛みがありましたか？」

については、7 割以上の対象者が肯定的な回

答であったが、約 2割の対象者が痛みを感じ

たとの結果であった。この痛みの多くは基本

の運動プログラムのスクワットで生じたもの

と推察される。本調査の対象はすべて日常生

活が自立しているため、基本の運動プログラ

ムを選択する傾向にあり、スクワットによる

膝関節への負担が生じた可能性がある。した

がって、理学療法士などの専門家による運動

方法指導やプログラム選択への助言が必要か

もしれない。質問 3「パンフレットの運動の

効果を実感できましたか？」については、約

6 割の対象者が肯定的な回答であったが、約

3 割の対象者が「どちらともいえない」との

回答であった。本調査はアンケート配布して

から回答を得るまでの時間が短く、運動効果

の実感に至らなかったものと考える。質問 4

「パンフレットの運動を続けることができそ

うですか？」については、7 割以上の対象者

が肯定的な回答であった。本パンフレット

は、基本の運動プログラムのみでなく、低体

力者向けに座位または臥位での運動プログラ

ムも提案可能である。運動に関する行動変容

には個々の運動機能や痛みに応じた比較的オ

ーダーメードの運動内容の提案が重要とされ

る(4)。したがって、本パンフレットは様々な

運動レベルに適した運動内容の提示が可能で

あるため、継続への自信につながった可能性

がある。質問 5「ほかの人にもパンフレット

の運動をすすめたいと思いますか？」につい

ては、肯定的な回答であった対象者は約半数

にとどまった。これは、実際に本パンフレッ

トの運動を実際に継続しているわけではく、

他者への推薦へ戸惑いがあったものと推察さ

れる。自由記載の結果、four square stepの図

の理解のしにくさについてのコメントが複数

見られた。four square stepは、他の運動と比

較してなじみがない運動内容であること、運

動の手順が長く理解するのに時間を要するこ

とが要因と考えられる。対策としては、他の

自由記載にもあるように運動方法や手順につ

いて助言をする専門家を骨粗鬆症の検診の際

に配置させることが必要となる可能性があ

る。また、現在のパンフレットのイラスト内

の人物を正面でなく、後ろから観察するよう

なイラストに変更することで、理解を得やす

くなるかもしれない。 

 

E．まとめ 

 本事業で作成した運動パンフレットは、イ

ラストにより運動方法の提示を行うことがで

きるため理解を得やすく、様々な運動レベル

に対応した運動プログラムを提案できる。骨

粗鬆症の検診の際には、理学療法士などの専

門家による運動指導を実施できるように工夫

することで、運動内容の理解を促進する可能

性がある。 

 

F. 健康危険情報 
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training on bone mineral density in 

osteoporosis and osteopenia: a meta-

analysis. J Bone Miner Metab 39(5): 787-

803, 2021, doi: 10.1007/s00774-021-01218-
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図 1 アンケート 
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図 2 運動パンフレット（左：表面、右：裏面） 
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図 3 質問 1の回答結果 

 

 

図 4 質問 2の回答結果 
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図 5 質問 3の回答結果 

 

 

図 6 質問 4の回答結果 
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図 7 質問 5の回答結果 
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表 1 アンケートの自由記載欄のコメント内容 

 

入院・地域 年齢 性別 その他 

入院 69 女性 ステップ（Four Square Step）の図がわかりにくい、回数もわかりにくい 

入院 78 女性 開脚（股関節内転外転運動）が 20 回は難しい 

入院 81 女性 続けて取り組んでみたい、カラーが良い 

入院 53 女性 ステップ（Four Square Step）がわかりにくい 

入院 54 男性 痛みに注意する必要あり、段階付けをよりわかりやすくするとよい 

入院 64 女性 静止した運動メニューがあるとよい、セット数が多い 

地域 72 女性 寝ての運動があってよかった 

地域 73 男性 ステップ（Four Square Step）の図がわかりにくい 

地域 66 女性 
ステップ（Four Square Step）の図がわかりにくい、いつでもどこでもできる運動で良い、骨折して周りに迷惑かけ

ないように頑張りたい 

地域 55 男性 運動習慣のない人に適している運動と感じた 

地域 84 男性 1 人で行うことが難しい 

地域 61 女性 ステップ（Four Square Step）の図がわかりにくい 

地域 51 女性 ステップ（Four Square Step）の図がわかりにくい、その他はわかりやすい、助言があるとよい 

地域 75 女性 痛みがあったけど良くなった 

地域 50 男性 QR コードの使用、音楽などがあれば良い 

地域 61 女性 今まで知らなかった運動を知れて良かった、続けていきたい 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和3年度 分担研究報告書 

 

骨検診におけるマニュアル（栄養、食事指導部分）の作成 

 

研究分担者 上西一弘 女子栄養大学栄養生理学研究室 教授 

 

 

A. 研究目的 

骨検診のマニュアル（骨粗鬆症検診・保健指導

マニュアル第 2版）は、2009年に発行された「骨

粗鬆症検診・保健指導マニュアル」を改訂する形

で 2014 年に発行されたもので、発行から 8 年が

経過している。本研究班で、新しい骨検診を検討

するにあたり、新しいマニュアルを作ることが目

標の 1つとなっている。昨年度は骨検診受診者の

ための栄養・食事指導パンフレットの作成を試み

たが、今年度は研究班の最終目標である、骨検診

マニュアル改訂版作成のための草案として、過去

の検診マニュアル（骨粗鬆症検診・保健指導マニ

ュアル第 2版）の改定案を作成した。 

 

 

B.研究方法 

 作成にあたっては、「骨粗鬆症検診・保健指導

マニュアル第 2版」を基本に、新しい知見を加え

るとともに、前回記載されていなかった項目を追

加した。さらに本研究班で検討されている FRAX

の導入を考慮して、関連項目を加筆した。 

 

C. 結果 

 作成したマニュアル原稿（案）を添付した。 

 

 

D. 考察 

 今回のマニュアル作成にあたっては基本的には

前回のものを踏襲したが、新しくカルシウム必要

量の項目を加えた。さらに骨代謝に影響を及ぼす

他の因子等の項目を改訂した。 

また、検診での FRAX の使用を考慮して、FRAX

で取り上げられている栄養、食事関係の関連項目

である体格とアルコール摂取について記載を充

実させた。 

 骨粗鬆症の予防と治療ガイドラインも改訂が進

んであり、将来的にはそちらとの整合性も検討す

る予定である。 

 

 

E.結論 

 骨検診マニュアルの食事・栄養指導の部分の草

案を作成した。作成にあたっては基本的には前回

のものを踏襲したが、新しくカルシウム必要量の

項目を加えた。さらに骨代謝に影響を及ぼす他の

因子等の項目を改訂した。 

また、検診での FRAX の使用を考慮して、FRAX

で取り上げられている栄養、食事関係の関連項目、

体格とアルコール摂取について記載をより詳し

く記載した。 

 今後、さらに検討を加え、骨粗鬆症の予防と治

療ガイドラインの改訂版とも整合性を取りなが

研究要旨 昨年度は骨検診受診者のための栄養・食事指導パンフレットの作成を試みた

が、今年度は研究班の最終目標である、骨検診マニュアル改訂版作成のための草案とし

て、過去の検診マニュアル（骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル第2版）の改定案を作成

した。 

作成にあたっては基本的には前回のものを踏襲したが、新しくカルシウム必要量の項目

を加えた。さらに骨代謝に影響を及ぼす他の因子等の項目をより詳しく記載した。 

また、検診でのFRAXの使用を考慮して、FRAXで取り上げられている栄養、食事関係の関連

項目、体格とアルコール摂取について記載を充実させた。 
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ら、最終版のマニュアル作成につなげていく予定

である。 

 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

 

G. 研究発表 

 1. 論文発表 

 なし 

 

 2. 学会発表 

  第 23回骨粗鬆症学会（2021 年 10月） 

 シンポジウム 骨粗鬆症検診のあり方 

 「骨粗鬆症検診後の保健指導：栄養指導のあり

方」 

 

 

H. 知的財産権の出願，登録状況 

なし 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和3年度 分担研究報告書 

 

エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制構築に向けた文献レビュー 

 

分担研究者 小川純人 東京大学大学院医学系研究科老年病学 准教授

研究要旨：本研究班の中で文献検索グループの一員として、前年度に継続して文献レビュー

を中心に行った。老年病学分野のうち、骨粗鬆症と予後との関連性、要介護の原因・背景と

なる疾患との関連性、FRAX®に基づく地域住民スクリーニングの可能性、高齢者における

FRAX®による骨折リスク評価や FRAX®カットオフ値などについて主に文献検索を行い、高

齢者における骨粗鬆症検診の現状や同検診の推進に向けた検査項目等について検討した。 

 

Ａ．研究目的 

本研究班の文献検索グループの一員として、

老年病学・高齢者医療分野において、FRAX®

に基づく地域住民スクリーニングの可能性、

高齢者における FRAX®による骨折リスク

評価や FRAX®カットオフ値、骨粗鬆症検診

提供体制等に関する文献検索を実施する。

本研究では、高齢者における FRAX®カット

オフ値ならびに骨粗鬆症検診への FRAX®

活用可能性や有用性等について、前年度に

引き続いて検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

前年度から引き続き、文献検索を中心に検

討し、FRAX®に基づく地域住民スクリーニ

ングの可能性、高齢者における FRAX®に

よる骨折リスク評価や FRAX®カットオフ

値などについて主に文献検索を行い、高齢

者における骨粗鬆症検診の現状や同検診の

推進に向けた検査項目等について検討し

た。 

老年病学・高齢者医療分野における、認知

症などの要介護要因となる疾患や老年症候

群と骨粗鬆症との関連性、FRAX®による骨

折リスク評価や FRAX®カットオフ値など

を中心に文献検索を行い、骨粗鬆症検診の

現状や同検診の提供体制の推進に向けた検

査項目等について検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

前年度に引き続き、FRAX®に基づく地域住

民スクリーニングの可能性、高齢者におけ

る FRAX®による骨折リスク評価や FRAX®

カットオフ値などについて主に文献検索を

行った。骨粗鬆症や骨量減少と予後ならび

にフレイル・サルコペニアなどとの関連性

について示唆された。文献検索の中で、

FRAX®に基づく骨折リスク評価と介入閾値

については、英国の 50 歳以上女性における

介入閾値の報告（ McCloskey E, et al. 

Osteoporos Int 26;2091-2099, 2015）があり、

FRAX®に基づく住民スクリーニングの効果

としては、英国在住の地域住民を対象に実

施したランダム化対照試験によって、その

後 5 年間の高齢女性における大腿骨近位部

骨折発症率減少が認められた（Shepstone L 
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et al. Lancet 391;741-747,2018）。FRAX®に基

づく骨折リスク評価としては、カナダの 40

歳以上女性（54,459 名）を対象（平均観察期

間 10.5年）とした知見（Crandal CJ, et al. J 

Bone Miner Res 34;1419-1427, 2019）や、中国

の 50 歳以上女性(264名）における cut-off に

関する知見（Liu S, et al. J Endocrinol Invest 

44;347-352, 2021）などが挙げられた。国内

的には、金沢市における一般地域住民を対

象として実施している骨粗鬆症検診の複数

年度受診者 6478 例において、％YAM 値

<80 と FRAX 値（主要骨粗鬆症性骨折）と

の関連を検討した知見等が挙げられた（山

本憲男ほか.Osteoporos Jpn 21:753-759，2013）。  

 

Ｄ．考察 

骨粗鬆症検診に関連して、FRAX®に基づく

地域住民スクリーニング、ならびに高齢者

における FRAX®による骨折リスク評価や

FRAX®カットオフ値などに関する文献検索

では、骨粗鬆症スクリーニングとしての

FRAX®の有用性や可能性が示唆された。 

これまでの知見から一般住民や医療機関受

診者において、FRAX®に基づく主要骨粗鬆

症骨折確率を求めた場合、75歳以上女性で

はその 9 割以上と高率で 15%以上を示し、

75歳以上女性の多くは骨粗鬆症に対する薬

物治療開始基準に該当する可能性が生じる

ことになり得る。また高齢者の要介護要因

である認知症やフレイルについても、一部

文献において骨折・転倒との関連が示され

ている。 

わが国における骨粗鬆症検診の実施率は全

国平均で 5%程度と低く地域差も大きい。

こうした状況において、申請者らは持続可

能で効率的なエビデンスに基づく骨粗鬆症

検診体制を目指し、必要な文献検索を継続

するとともに、高齢者における FRAX®の

カットオフ値や骨粗鬆症検診への有用性な

ど、更なるエビデンスや知見が期待され

る。 

 

Ｅ．結論 

国内外の文献検索等により、FRAX®に基づ

く地域住民スクリーニング、高齢者におけ

る FRAX®による骨折リスク評価や FRAX®

カットオフ値に関する知見などが得られ、

骨粗鬆症検診の推進に向けて高齢者を含め

た FRAX®の有用性やその課題が示唆され

てきている。わが国における今後の骨粗鬆

症検診体制の構築に向けて、FRAX®の有用

性を含めた更なるエビデンスの蓄積やシス

テマティックレビュー等による評価が期待

される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

1. Umeda-Kameyama Y, Kameyama M, 

Tanaka T, Son BK, Kojima T, Fukasawa M, 

Iizuka T, Ogawa S, Iijima K, Akishita M: 

Screening of Alzheimer's disease by facial 

complexion using artificial 

intelligence. Aging (Albany NY) 13(2): 

1765-1772, 2021, doi: 

10.18632/aging.202545. 

2. Nakatoh S, Fujimori K, Tamaki J, Okimoto 

N, Ogawa S, Iki M: Insufficient persistence 

and adherence to osteoporosis 

pharmacotherapy in Japan. J Bone Miner 



40 

 

Metab 39(3): 501-509, 2021, doi: 

10.1007/s00774-020-01188-w. 

3. Yamada Y, Kojima T, Umeda-Kameyama 

Y, Ogawa S, Eto M, Akishita M: Outcome 

of anticoagulant prescribing for older 

patients with atrial fibrillation depends on 

disability level provided by long-term care 

insurance. Arch Gerontol Geriatr 96: 

104434, 2021, doi: 

10.1016/j.archger.2021.104434. 

4. Nakatoh S, Fujimori K, Ishii S, Tamaki J, 

Okimoto N, Ogawa S, Iki M: Insufficient 

increase in bone mineral density testing 

rates and pharmacotherapy after hip and 

vertebralfracture: Analysis from National 

Database of Health Insurance Claims in 

Japan. Arch Osteoporos 16: 130, 2021, doi: 

10.1007/s11657-021-00992-9. 

5. Nakatoh S, Fujimori K, Ishii S, Tamaki J, 

Okimoto N, Ogawa S, Iki M: Insufficient 

persistence of and adherence to 

osteoporosis pharmacotherapy: Analysis 

from National Database of Health 

Insurance Claims in Japan. Arch 

Osteoporos 16(1): 131, 2021, doi: 

10.1007/s11657-021-00993-8. 

6. Shibasaki K, Asahi T, Kuribayashi M, 

Tajima Y, Marubayashi M, Iwama R, 

Akishita M, Ogawa S: Potential prescribing 

omissions of anti-osteoporosis drugs is 

associated with rehabilitation outcomes 

after fragility fracture: retrospective cohort 

study. Geriatr Gerontol Int 21(5): 386-391, 

2021, doi: 10.1111/ggi.14145. 

7. Kunieda K, Fujishima I, Wakabayashi H, 

Ohno T, Shigematsu T, Itoda M, Mori T, 

Machida N, Ogawa S: Relationship 

between tongue pressure and pharyngeal 

function using high resolution manometry 

in older dysphagia patients with sarcopenia. 

Dysphagia 36(1): 33-40, 2021, doi: 

10.1007/s00455-020-10095-1. 

8. Ogawa N, Wakabayashi H, Mori T, 

Fujishima I, Oshima F, Itoda M, Kunieda 

K , Shigematsu T, Nishioka S, Tohara H, 

Ohno T, Nomoto A, Shimizu A, Yamada M, 

Ogawa S: Digastric muscle mass and 

intensity in older patients with sarcopenic 

dysphagia by ultrasonography. Geriatr 

Gerontol Int 21(1): 14-19, 2021, doi: 

10.1111/ggi.14079. 

9. Sawada M, Kubota N, Sekine R, Yakabe M, 

Kojima K, Umeda-Kameyama Y, Akishita 

M, Ogawa S: Sex-related differences in the 

effects of nutritional status and body 

composition on functional disability in the 

elderly. PLoS One 16(2): e0246276, 2021, 

doi: 10.1371/journal.pone.0246276. 

10. Tamiya H, Yasunaga H, Hosoi T, Yamana 

H, Matsui H, Fushimi K, Akishita M, 

Ogawa S: Association between protein 

intake and mortality in older patients 

receiving parenteral nutrition: a 

retrospective observational study. Am J 

Clin Nutr 114(6): 1907–1916, 2021, doi: 

10.1093/ajcn/nqab292.  

11. Mori T, Wakabayashi H, Ogawa N, 

Fujishima I, Oshima F, Itoda M, Kunieda K, 

Shigematsu T, Nishioka S, Tohara H, 

Yamada M, Ogawa S. The mass of the 

geniohyoid muscle is associated with 

maximum tongue pressure and tongue area 
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in patients with sarcopenic dysphagia. J. 

Nutr Health Aging 25:356-360,2021 

12. Ishii M, Yamaguchi Y, Hamaya H, Iwata Y, 

Takada K, Ogawa S, Imura M, Akishita M: 

Influence of oral health on frailty in 

patients with type 2 diabetics aged 75 years 

or older. BMC Geriatr 22(1): 145, 2022, 

doi: 10.1186/s12877-022-02841-x. 

13. Yakabe M, Shibasaki K, Hosoi T, 

Matsumoto S, Hoshi K, Akishita M, Ogawa 

S: Effectiveness of the questionnaire for 

medical checkup of old-old (QMCOO) to 

diagnose frailty in community-dwelling 

elderly adults. Geriatr Gerontol Int 22(2): 

127-131, 2022, doi: 10.1111/ggi.14328. 

14. Wakabayashi H, Kishima M, Itoda M, 

Fujishima I, Kunieda K, Ohno T, 

Shigematsu T, Oshima F, Mori T, Ogawa 

N, Nishioka S, Momosaki R, Yamada M, 

Ogawa S:  Prevalence of hoarseness and 

its association with severity of dysphagia in 

patients with sarcopenic dysphagia. J Nutr 

Health Aging 26(3): 266-271, 2022, doi: 

10.1007/s12603-022-1754-3. 

15. Iki M, FujimoriK, Nakatoh S, Tamaki J, 

Ishii S, Okimoto N, Ogawa S: Guideline 

adherence by physicians for management 

of glucocorticoid-induced osteoporosis in 

Japan: a nationwide health insurance 

claims database study. Osteoporos Int 

33(5): 1097-1108, 2022, doi: 

10.1007/s00198-021-06265-y.  

16. Mori T, Wakabayashi H, Kishima M, Itoda 

M, Fujishima I, Kunieda K, Ohno T, 

Shigematsu T, Oshima F, Ogawa N, 

Nishioka S, Momosaki R, Shimizu A, Saito 

Y, Yamada M, Ogawa S: Association 

between inflammation and functional 

outcome in patients with sarcopenic 

dysphagia. J Nutr Health Aging 26(4): 400-

406, 2022, doi: 10.1007/s12603-022-1769-

9. 

17. Iki M, FujimoriK, Nakatoh S, Tamaki J, 

Ishii S, Okimoto N, Kamiya K, Ogawa S: 

Delayed initiation of anti-osteoporosis 

medications increases subsequent hip and 

vertebral fractures in patients on long-term 

glucocorticoid therapy: a nationwide health 

insurance claims database study in Japan. 

Bone 160: 116396, 2022, doi: 

10.1016/j.bone.2022.116396. 

 

2.学会発表 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

1. 小川純人：サルコペニアと筋骨連関.第

94 回日本内分泌学会学術総会 . 

2021.4.22, 国内 

2. 小川純人：高齢者のフレイル・サルコペ

ニアと漢方薬. 第 58回日本リハビリテ

ーション医学会学術集会, 2021.6.11, 国

内 

3. 小川純人：老年医学からみた男性力の維

持. 日本アンドロロジー学会第 40 回学術

大会. 2021.6.12, v  

4. 小川純人：高齢者糖尿病の臨床的特徴と

最近の話題第64回日本腎臓学会学術総

会. 2021.6.20, 国内 

5. 小川純人：フレイル健診への期待. 第

21 回日本抗加齢医学会総会. 2021.6.26, 

国内 

6. 小川純人：サルコペニア・フレイル・ロ

コモに対する多角的アプローチ. 第 11
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回運動器抗加齢医学研究会. 2021.11.21, 

国内 

7. 小川純人：高齢者のフレイルと不眠症

〜オレキシン受容体拮抗薬の活用を含

めて〜. 第 28 回日本行動医学会学術集

会. 2021.11.27, 国内 

8. 小川純人：褥瘡の予防対策に向けた高

齢者の栄養管理. 第 24 回・第 25 回日

本 病 態栄 養 学会 年次 学術 集 会 . 

2022.1.30, 国内 

9. 小川純人：高齢者のフレイル・認知症とそ

の対策. 第 21回日本メンズヘルス医学会. 

2021.9.18, 国内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 令和3年度 分担研究報告書 

 

一般住民における FRAXを用いた骨粗鬆症スクリーニングの有用性 

 

研究代表者 田中栄  東京大学大学院医学系研究科外科学専攻 感覚運動機能医学講座整形外

科学  教授 

研究分担者 吉村典子    東京大学医学部附属病院 22 世紀医療センターロコモ予防学講座  特任教

授 

研究協力者 飯高世子 東京大学医学部附属病院 22 世紀医療センターロコモ予防学講座   特任

助教 
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研究要旨：地域住民コホート ROADスタディにおいては、2005 年に開始したベースライン調査

において DXA を用いて腰椎、大腿骨の骨密度を測定し、骨粗鬆症（OP）の早期発見に努めてい

る。さらに、3、7、10、13 年後の追跡調査においても、同様の調査を実施している。また、同対

象者にベースライン調査時から Fracture Risk Assessment Tool （FRAX）を用いた問診調査も実施

している。2021 年度は ROADベースラインの OP データを用いて、スクリーニング時に要精査の

範疇に入る骨量減少者(骨密度<若年最大骨密度の 80%,、OP 有病者を含む）を把握するための

FRAX による骨量減少の予測の有用性について検討した。 

その結果、FRAX 脆弱性骨折のリスク値による骨量減少者の判定について、ROCカーブを用い

た解析を行ったところ、AUC は 0.793 であり、cutoff 値を 8.75 とした際の sensitivity 68.1% 、

specificity 74.2% と良好な結果が得られ、OP 検診における FRAX 使用の有用性についてエビデン

スが得られた。 

 

A．研究目的 

骨粗鬆症（OP）検診実施率は全国平均で 5.0%と極

めて低く、地域差も大きい と報告されている(骨

粗鬆症財団ニュースリリース 2018.12.3, The 

Journal of Japan Osteoporosis Society 4, 513, 2018)。

さらに OP 検診の手法や対象者の年齢、実施間隔

も統一されておらず、それらの効果も明らかでは

ない。 

今回、我々は、効果的な OP 検診の導入に向け

て、その有力なツールと考えられる Fracture Risk 

Assessment Tool （FRAX）について、要精査の範

疇に入る対象者を最も効率よく検出するための

カットオフ値について検討した。 

 

B．研究方法 

我々が 2005 年に設立し、管理している大規模住

民コホート ROADスタディにおいて、2005-7 年に

実施したベースライン調査における OP 検診参加

者 1690 人（男性 596 人、女性 1094 人）を対象と

し、ベースライン調査時に質問紙にて回答を得た

FRAX の項目（年齢、性別、体重、身長、骨折歴、

両親の大腿骨近位部骨折歴、現在の喫煙の有無、

糖質コルチコイド使用の有無、関節リウマチの有

無。続発性骨粗鬆症の有無、アルコール 1 日 3 単

位以上の摂取の有無、Body mass index (BMI)（身

長と体重から計算）、および DXA によって測定し

た骨密度値を含むデータセットを作成した。その

データセット用いて、DXA による骨量減少者(骨

密度<Peak bone mass の 80%)（OP 有病者を含む）

を把握するためのFRAXのカットオフ値を求めた。

対象者の腰椎 L2-4 及び大腿骨頸部の骨密度のい

ずれかが日本骨代謝学会の基準による骨量減少

以上（若年最大骨密度の 80%未満）にあたる場合

を、OPスクリーニング要精査者と判定した。 

  

C．結果 
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ベースライン調査参加者は 1690 人（男性 596 人、

女性 1094 人、平均年齢 65.2 歳）であり、骨密度

を測定し得たのは 1687 人（男性 596 人、女性 1091

人）であった。このうち、骨量減少以上にあたる

のは、857 人 (50.8%) (男性 217 人（36.4％）、女性

640 人(58.7%))であった。 

FRAX を用いた 10 年間の脆弱性骨折（major 

fracture）のリスク値による骨量減少者の判定につ

いて、ROC カーブを用いた解析を行った(図１)。

ROC カーブの AUC は 0.793 であり、最近傍法を

用いたカットオフ値は 8.75 であった。このカット

オフ値を用いた場合、sensitivity は 68.1% 、

specificity 74.2%と良好な結果が得られた。 

 

 

図 1. Cutoff 値 8.75 を用いた場合の ROC カーブ 

 

D．考察 

今回の結果から、FRAX による質問紙法によって

DXA にて判定した骨量減少者（要精査者）を効率

よく判定できることがわかった。OP検診において

FRAX 使用は有用であることが確認された。今後

FRAX を検診に導入した場合の問題点を洗い出し、

具体的な検診での活用についてのマニュアル作

成に取りくむ。 

 

E．結論 

FRAX 脆弱性骨折のリスク値による骨量減少者の

判定について、ROC カーブを用いた解析を行った

ところ、sensitivity 68.1% 、specificity 74.2% 、AUC 

0.7934 と良好な結果が得られ、OP 検診における

FRAX 使用の有用性についてエビデンスが得られ

た。 
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吉村典子 ロコモ・フレイルと健
康寿命の延伸】ロコモ・
フレイルの疫学． 

BIO Clinica 36(13) 1254-1259 2021 

吉村典子 ロコモティブシンドロ
ームの疫学 :住民コホ
ートROADスタディ． 

整形・災害外
科「整形外科
領域における
リアルワール
ドデータを用
いた研究」 

64(12) 1541-1545 2021 

 
  



令和４年３月３０日 
厚生労働大臣  殿                                                                       
                              機関名 国立大学法人東京大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  藤井 輝夫         
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                 

２．研究課題名  骨粗鬆症の予防及び検診提供体制の整備のための研究（19FA1014）         

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・教授                      

    （氏名・フリガナ）  田中 栄・ タナカ サカエ                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和4年4月1日 
厚生労働大臣  殿 
                                                                                               
                              機関名 川崎医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名   福永 仁夫       
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                         

２．研究課題名  骨粗鬆症の予防及び検診提供体制の整備のための研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部 附属病院・教授                                 

    （氏名・フリガナ） 曽根 照喜・ソネ テルキ                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □ 

 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



lr.i= a:nr-b- -r /) 日

厚生労働大臣
(国立医薬品食品衛生研究所長)殿
(国立保健医療科学院長)

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

安田女子大学

学長

次の職員の令和 (、 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の

いては以下のとおりです。

循環器疾患・糖尿病筆牛活習信病対策総合研究事業1.研究事業名

2.研究課題名

3.研究者名

骨細縣症の予防乃 r跳合診榊 株制 の整備 のた の研究 (1 014め Al

(所属部局・職名 ) 安田女子大学 薬学部薬学科 教授

(氏名・フリガナ) 藤原佐枝子 (フ ジワラ サエコ)

4.倫理審査の状況

(※ 1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

は にチェッ

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

未審査 (※ 2)

該当性の有無

有  無 審査済み   審査した機関

□ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □

□遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□   ■

□

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

(留意事項) 。該当する□にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無:□ (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIに ついての報告 。審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

□



 
令和４年 ２月 ２８日 

厚生労働大臣                                         
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
 
                              機関名  国立大学法人鳥取大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  中島 廣光         
 

   次の職員の令和３年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                        

２．研究課題名   骨粗髪症の予防及び検診提供体制の整備のための研究                                        

３．研究者名  （所属部局・職名） 医学部保健学科   教授                                 

    （氏名・フリガナ） 萩野 浩（ハギノ ヒロシ）                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2022年  2月  21日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         
                              機関名 女子栄養大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  香川 明夫         
 

   次の職員の令和３年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                 

２．研究課題名  「骨粗髪症の予防及び検診提供体制の整備のための研究(19FA1014)」        

３．研究者名  （所属部署・職名）  栄養学部・教授                        

    （氏名・フリガナ）  上西 一弘・ウエニシ カズヒロ                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □ 

 
□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和４年３月３０日 
厚生労働大臣  殿                                                                        
 
                              機関名 国立大学法人東京大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  藤井 輝夫         
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                  

２．研究課題名  骨粗鬆症の予防及び検診提供体制の整備のための研究（19FA1014）                                  

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・准教授                                

    （氏名・フリガナ） 小川 純人・オガワ スミト                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和４年４月２７日 
厚生労働大臣  殿                                                                       
                              機関名 国立大学法人東京大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  藤井 輝夫         
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                 

２．研究課題名  骨粗鬆症の予防及び検診提供体制の整備のための研究（19FA1014）         

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・特任教授                      

    （氏名・フリガナ）  吉村 典子・ ヨシムラ ノリコ                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


